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タタママチチョョレレイイタタケケのの菌菌床床栽栽培培   
    のの技技術術をを開開発発ししままししたた。。  

裏面には、

詳しい 

試験研究 

結果が 

あります。

・多孔菌科タマチョレイタケ属のきのこ

です。 

・マイタケに近い仲間で、地上や倒木に

生えます。 

・全国的には、天然にあまり発生しない

珍しいきのこです。 

・当センターでは、県内の富士地域など

で、タマチョレイタケの菌株を採取す

ることができました。 

タマチョレイタケとは？ 

タマチョレイタケは食用きのことして有望です。タマ

チョレイタケを安定して発生させるためには、栽培条件

を明らかにする必要があります。このため、森林・林業

研究センターでは、タマチョレイタケの菌床栽培技術の

開発に取り組みました。 

・味や香りにくせが無い。

・肉質は淡い白色で歯ご

たえが良い。 

・天ぷら、油炒め、ピラ

フ、フライ等の料理が

合います。 

タマチョレイタケの天ぷら       タマチョレイタケの野菜炒め 

食材としての特徴 
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●●タタママチチョョレレイイタタケケのの菌菌床床栽栽培培方方法法  

培養済の菌床１㎏を、３月または９月に

野外の発生棚に設置すると、約 2 週間程

度で発生します。 

        ↓ 

子実体 約 1５0ｇ発生。 

空空調調施施設設をを利利用用ししたたびびんん栽栽培培及及びび、、袋袋栽栽培培とと培培養養済済菌菌床床のの

のの袋袋栽栽培培のの野野外外発発生生法法ににつついいてて、、培培養養・・発発生生条条件件をを調調べべまま

ししたた。。  

袋袋栽栽培培  
傘傘がが大大ききくく形形良良くく成成長長ししややすすいい栽栽培培方方法法でですす。。  
・・全全期期間間空空調調施施設設            ・・菌菌のの培培養養をを空空調調施施設設→→野野外外でで発発生生ささせせるる 

ポリプロピレン袋に、培地を１㎏詰めて滅

菌して菌を接種、温度 22℃、湿度 70％の

培養室内で約 50 日培養した後、温度 15℃、

湿度 95％の室内で、2 週間程度で発生しま

す。 

      ↓ 

子実体 約 1４0ｇ発生。 

びびんん栽栽培培  
様々なきのこの栽培に使われ、空調施設で集中的に管理しやすい

栽培方法です。   
菌床用培養びんに 850 ㏄（約 600ｇ）

の培地を詰めて滅菌し、タマチョレイタケ

菌を接種して、温度 22℃、湿度 70％の培

養室内で、約 50日培養した後、湿度 15℃、

湿度 95％の室内に、2 週間程度置くと発

生します。 

    ↓ 

子実体 約 1０0ｇ発生。 


